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C O N T E N T S

＊資源保護のため再生紙を使用しています。

昨年６月に入組し「毎日が新鮮で充
実しています！」と目を輝かせるのは
経理担当の滝本さん。

現金・預金の入出金等を取り扱うの
が主な仕事ですが、幅広い分野の仕事
に携わってみたいという「やる気」を
持ち「資格取得というよりは、スキル
アップをしたいんです」と、向上心を
持って仕事に取組みます。

そんな滝本さんの一番印象に残って
いる出来事は、団地見学の小学生から
受けた「カツオに血液型はあります
か？」という意表をついたひとこと。
思いもよらない質問に言葉には出来な
い何かを感じ、仕事に向き合う姿勢に
ついて改めて考えさせられたといいま
す。

滝本さんの趣味は“お酒”と楽しく付
き合うこと。少々のことがあっても、
「お楽しみ」のお誘いがあれば断らな
い！それがモットー！

“落着いていて、おとなしそう” な滝
本さんの、意外な一面をのぞかせる
「場」。

㈿焼津水産加工センター
（焼津市）

滝本亜友美さん
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もっと知りたい組合の
定款、規約、規程

「組合の憲法」に称させられる定款、実際に組合を運営し、各種事業を行うために必要な実施基準である
規約と規程。いずれも組合員間の意思の疎通を図り、円滑な組織運営を進めるために必要なルール＝自
治法規だ。
しかし、規約とすべきものを規程としたり、定款に記載すべき事項を規約で定めたりするなど、混同し
て用いられることも少なくない。
特集では、それぞれが定めるべき内容や変更手続き、作成する際の留意点などをまとめた。
定款、規約、規程に対する理解を深め、組合運営や日常業務にお役立て頂きたい。

Ⅰ.

定　
款

定
款
と
は
？

し
ば
し
ば「
組
合
の
憲
法
」に
例
え
ら
れ
る
定
款

は
、組
合
の
組
織
や
運
営
等
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
内
部
規
律
を
定
め
た
自
治
法
規
で
あ
る
。

組
合
に
よ
っ
て
構
成
や
内
容
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
が
、事
業
協
同
組
合
で
は
七
つ
の
章
、六
〇

程
度
の
条
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ

（
図
表
①
）。

定
款
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
が
設
立
時
に
慎
重
に

検
討
を
重
ね
作
成
し
た
も
の
。だ
が
、時
間
の
経
過

と
と
も
に
、不
都
合
な
点
や
改
善
し
た
方
が
よ
い

部
分
が
出
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

定
款
の
改
廃（
変
更
、廃
止
）に
は
、総
会
の
議
決

が
必
要
で
、議
決
の
方
法
も
総
組
合
員
の
半
数
以

上
の
出
席
を
得
て
、そ
の
議
決
権
の
三
分
の
二
以

上
の
賛
成
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
特
別
議
決
）

し
、所
管
行
政
庁
の
認
可
も
必
要
と
な
る
。

定
款
の
内
容
は
、常
に
組
合
の
実
情
に
即
し
た

も
の
と
し
て
お
く
べ
き
で
、経
済
情
勢
の
変
動
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
、組
合
の
実
情
に
合
致
し
な

く
な
っ
た
と
き
は
、遅
滞
な
く
そ
の
内
容
を
変
更

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

定
款
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

定
款
に
規
定
し
て
い
る
事
項
の
変
更
は
、全
て

総
会
で
の
議
決
事
項
。こ
の
議
決
は
、前
述
の
と
お

り
特
別
議
決
が
必
要
で
、か
つ
、行
政
庁
の
認
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
定
款
を
変
更
す
る
際
に
注
意
す
べ
き

点
は
二
点
。第
一
は
、既
に
述
べ
た
よ
う
に
、定
款

変
更
に
は
行
政
庁
の
認
可
が
必
要
と
な
る
こ
と
。

第
二
は
、法
の
範
囲
を
超
え
た
変
更
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
。

①
変
更
に
は
認
可
が
必
要

定
款
は
行
政
庁
の
認
可
を
得
て
、初
め
て
そ
の

効
力
が
発
生
す
る
。総
会
で
変
更
の
決
議
を
し
た

だ
け
で
は
、旧
定
款
は
な
お
効
力
を
有
し
て
い
る
。

認
可
前
に
新
し
い
規
定
で
活
動
し
た
り
処
理
し

た
り
す
る
と
、定
款
違
反
と
な
る
。

認
可
後
も
組
合
が
定
款
変
更
を
決
議
し
た
と
き

に
は
遡
及
し
な
い
の
で
注
意
し
た
い
。

②
変
更
は
法
の
範
囲
内

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、定
款
変
更
は
そ
れ
ぞ
れ

特集

図表① 事業協同組合定款の構成
　　　 （定款参考例による）

第1章　総則 目的、名称、地区、事務所の所在
地　など

第2章　事業 事業

第3章　組合員 組合員の資格、加入、脱退、除名、
手数料、経費の賦課　など

第4章　出資及び持分 出資1口の金額、払込み、延滞金、
持分　など

第5章　役員、顧問
　　　 及び職員

役員の定数、任期、要件、選出、職
務、選挙、顧問、職員　など

第6章　総会、理事会
　　　 及び委員会

総会･理事会の招集、議事、議長、
議決事項、議事録　など

第7章　会計 事業年度、準備金、積立金、配当･
繰越、損失金の処理　など
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の
組
合
の
根
拠
法（
協
同
組
合
で
あ
れ
ば
中
協
法
）

の
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
。組
合
に

と
っ
て
都
合
の
よ
い
表
現
で
あ
っ
て
も
、法
律
の

範
囲
を
逸
脱
し
た
場
合
は
、認
可
は
得
ら
れ
な
い
。

こ
の
場
合
、総
会
で
変
更
が
決
議
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、認
可
が
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
事

態
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

定
款
変
更
に
つ
い
て
は
、そ
の
可
能
性
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、事
前
・
事
後
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、あ
ら
か
じ
め
中
央
会
に
ご
相
談
頂
く
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

毎
年
、一
割
を
超
え
る
組
合
が
定
款
を
変
更

で
は
実
際
に
組
合
で
は
、定
款
の
ど
の
箇
所
を

ど
の
よ
う
に
見
直
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

過
去
三
年（
平
成
二
一
年
〜
二
三
年
度
。二
三
年

度
は
今
年
一
月
現
在
）に
定
款
変
更
を
行
っ
た
県

内
の
組
合
の
状
況
を
見
て
み
よ
う（
図
表
②
）。

過
去
三
年
間
に
定
款
変
更
を
行
っ
た
組
合
は
延

べ
四
〇
七
組
合
。変
更
項
目
は
延
べ
五
〇
〇
項
目

を
超
え
る
。

最
も
多
か
っ
た
変
更
は
、定
款
の
内
容
が
実
情

に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
な
ど
か
ら
、全
条
文
を
見

直
す「
全
文
変
更
」で
一
四
四
組
合
が
実
施
し
た
。

平
成
一
九
年
の
組
合
法
改
正
を
受
け
、平
成
二
一

年
度
は
七
二
組
合
と
多
数
を
占
め
、今
年
度（
二
三

年
度
）も
三
二
組
合
が
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
次
ぐ
の
が「
役
員
定
数
」（
一
〇
五
組

合
）。組
合
員
数
の
変
動
に
伴
っ
て
、適
正
な
執
行

部
体
制
の
下
、円
滑
な
組
合
運
営
を
図
り
た
い
と

の
理
由
が
多
い
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、役

員
定
数
は
確
定
数
で
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。

「
若
干
名
」「
○
○
人
以
内
」「
○
○
人
以
上
」は
確

定
数
で
は
な
い
た
め
、こ
の
よ
う
な
記
載
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。「
○
○
人
以
上
○
○
人
以
内
」

と
の
規
定
は
確
定
数
と
さ
れ
る
が
、下
限
と
上
限

の
幅
は
、下
限
の
三
分
の
一
以
内
と
す
る
。

な
お「
○
○
人
以
上
○
○
人
以
内
」と
規
定
し
て

い
る
と
き
は
、任
期
中
に
死
亡
や
辞
任
に
よ
っ
て

役
員
定
数
を
欠
く
場
合
等
を
考
慮
し
て
、そ
の
上

限
数
を
選
出
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

五
五
組
合
が
変
更
し
た「
地
区
」は
、組
合
員
の

事
業
所
が
存
在
す
る
市
町
を
指
す
。組
合
の
活
動

範
囲
を
定
め
る
も
の
で
は
な
く
、実
態
が
な
い
広

い
区
域（
組
合
員
が
存
在
し
な
い
）を
地
区
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
、法
律
上
、所
管
行
政
庁
を

定
め
る
要
素
と
も
な
っ
て
い
る
。加
入
希
望
者
が

地
区
外
の
事
業
者
で
あ
る
場
合
、地
区
を
拡
大
し

な
け
れ
ば
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
事
業
」の
変
更（
追
加
）は
四
七
組
合
を
数
え
た
。

組
合
の
事
業
は
制
限
列
挙
主
義
で
あ
る
か
ら
法

に
定
め
た
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。し
か
し
、こ
れ
以
外
の
事
業
を
行
う
こ
と

や
定
め
ら
れ
た
事
業
の
内
容
を
逸
脱
し
て
運
営
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。な
お
、事
業
の
変
更
の
場

合
は
、定
款
変
更
後
の
事
業
計
画
書
と
収
支
予
算

書
の
添
付
が
必
要
と
な
る（
後
述
）。

組
合
事
業
の
拡
大
な
ど
に
伴
い「
組
合
員
の
資

格
」の
追
加
も
三
七
組
合
が
行
っ
た
。

た
と
え
ば
、電
気
機
械
器
具
製
造
業
と
輸
送
用

機
械
器
具
製
造
業
を
組
合
員
資
格
と
し
て
い
る
組

合
に
、金
属
製
品
製
造
業
を
行
う
事
業
者
が
加
入

を
希
望
す
る
場
合
は
、当
該
業
種
を
定
款
に
追
加

す
る
必
要
が
あ
る
。

組
合
は
、理
事
の
う
ち
か
ら
、そ
の
職
務
に
応
じ

て
理
事
長
の
ほ
か
、副
理
事
長
、専
務
理
事
、常
務

理
事
な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
役
付
理
事
」を
置
く
こ
と

が
で
き
る
が
、そ
の
存
廃
や
人
数
の
増
減
を
行
っ

た
組
合
は
二
九
組
合
あ
っ
た
。

な
お
、青
年
部
や
女
性
部
を
置
く
組
合
で
は
、

そ
の
活
動
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、定
款
に「
青
年

部
」「
女
性
部
」の
規
定
を
ぜ
ひ
明
記
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

図表② 定款変更の内容（平成21年〜23年度）
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定
款
変
更
の
手
順

定
款
変
更
の
手
続
き
を
順
を
追
っ
て
整
理
す
る

と
、概
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
組
合
と
中
央
会
と
の
協
議

�
内
容
等
に
つ
い
て
、最
良
の
方
法
を
検
討
。手
続

き
・
作
成
資
料
に
つ
い
て
の
確
認
。

②
理
事
会
で
の
機
関
決
定

総
会
へ
の
提
出
議
案
と
す
る
こ
と
を
決
定
。

③
総
会
で
決
議

「
定
款
変
更
の
件
」と
し
て
議
案
を
提
出
。

（�

総
組
合
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
）総
会
出
席

者
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
決
定
す
る
＝

特
別
議
決

④
認
可
書
の
作
成
・
提
出

総
会
終
了
後
、速
や
か
に
行
う
こ
と
。

中
央
会
経
由
で
行
政
庁
に
提
出
さ
れ
る
。

作
成
す
る
申
請
書
類
に
つ
い
て
は
後
述
。

⑤
認
可
書
の
受
領

定
款
変
更
の
認
可
書
が
所
管
行
政
庁
か
ら
交

付
さ
れ
る
。こ
の
日（
認
可
書
に
記
載
さ
れ
た
日

付
）を
も
っ
て
、変
更
さ
れ
た
定
款
は
そ
の
効
力

を
生
じ
る
。

な
お
、認
可
書
の
再
交
付
は
基
本
的
に
さ
れ
な

い
の
で
、大
切
に
保
管
し
た
い
。

⑥
登
記（
必
要
な
場
合
）

定
款
変
更
し
た
箇
所
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、認
可
書
到
達
後「
二
週
間
以
内
」

に
変
更
登
記
が
必
要
と
な
る
。

（
定
款
変
更
後
、変
更
登
記
を
要
す
る
事
項
）

　

名
称
、事
業
の
追
加
・
削
除
、事
務
所
の
所
在
地
、

地
区（
企
業
組
合
・
協
業
組
合
除
く
）、出
資
一
口
の

金
額
、出
資
払
込
方
法
、公
告
の
方
法
の
変
更

認
可
さ
れ
て
か
ら
登
記
を
要
す
る
も
の
は
、登

記
が
完
了
し
て
初
め
て
そ
の
効
力
が
生
ず
る
。し

た
が
っ
て
変
更
決
議
を
し
た
総
会
ま
た
は
総
代
会

の
後
、少
な
く
と
も
二
週
間
以
内
に
申
請
す
べ
き

だ
ろ
う
。

⑦
新
定
款
の
整
備 

組
合
の
定
款
原
本
に
変
更
箇
所
を
反
映
し
、常

に
最
新
の
状
態
に
し
て
お
く
。ま
た
、定
款
末
尾
に

「
附
則
」と
し
て
変
更
年
月
日
や
変
更
箇
所
な
ど
の

変
更
履
歴
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
も
お
勧
め
し
た

い（
様
式
例
①
）。

ど
ん
な
書
類
が
必
要
か

定
款
変
更
は
申
請
に
添
付
す
る
書
類
に
よ
っ
て
、

①
一
般
的
事
項
の
変
更

②
事
業
計
画
ま
た
は
収
支
予
算
に
係
る
変
更

③
出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
に
係
る
変
更

に
大
別
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
添
付
書
類
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

①
一
般
的
事
項
の
変
更
の
場
合

（
ア
）定
款
変
更
認
可
申
請
書（「
鑑
」）

※「
組
合
を
代
表
す
る
理
事
の
氏
名
」の
役

職
は「
代
表
理
事
」と
す
る
。

（
イ
）�変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
＝
定
款
変

更
理
由
書（
様
式
例
②
）

※
具
体
的
に
変
更
理
由
を
記
載
す
る
。

（
ウ
）�変
更
し
よ
う
と
す
る
箇
所
を
記
載
し
た
書

面
＝
新
旧
条
文
の
対
比（
様
式
例
③
）

※
新
条
文
を
左
側
に
、旧
条
文
を
右
側
に

掲
載
し
、そ
の
変
更
の
内
容
が
明
確
に

な
る
よ
う
に
記
載
す
る
。

（
エ
）�定
款
変
更
を
議
決
し
た
総
会（
総
代
会
）の

議
事
録

※
謄
本
の
場
合
は
原
本
証
明
を

②
事
業
計
画
、収
支
予
算
に
係
る
変
更
の
場
合

「
①
」の
添
付
書
類
に
次
の
書
類
を
追
加
す
る
。

（
協
同
組
合
）

（
ア
）定
款
変
更
後
の
事
業
計
画
書

（
イ
）定
款
変
更
後
の
収
支
予
算
書

（
共
同
経
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
商
工
組
合
）

（
ア
）定
款
変
更
後
の
事
業
計
画
書

（
イ
）定
款
変
更
後
の
収
支
予
算
書

（
協
業
組
合
）

（
ア
）定
款
変
更
後
の
協
業
計
画
書

※
た
だ
し
、事
業
転
換
の
定
款
変
更
の
場

合
、変
更
後
の
協
業
計
画
書
が
認
可
申

請
に
添
付
し
た
転
換
後
行
う
事
業
の
事

業
計
画
と
同
一
の
場
合
は
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
イ
）�組
合
員
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
協
業
す
る

旨
を
記
載
し
た
書
面

※
組
合
員
が
各
自
自
分
の
営
む
事
業
の
う

ち
全
部
又
は
一
部
を
協
業
す
る
旨
を
組

合
員
そ
れ
ぞ
れ
が
記
載
し
た
も
の
。

（
ウ
）定
款
変
更
後
の
事
業
計
画
書

（
エ
）定
款
変
更
後
の
収
支
予
算
書

③
出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
に
係
る
変
更

「
①
」の
添
付
書
類
に
次
の
書
類
を
追
加
す
る
。

①
財
産
目
録

②
貸
借
対
照
表
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③�

債
権
者
に
対
し
て
公
告
及
び
催
告
を
し
た
こ

と
を
証
す
る
書
面

④�

異
議
を
述
べ
た
債
権
者
が
あ
っ
た
と
き
は
、

弁
済
若
し
く
は
担
保
の
提
供
若
し
く
は
財
産

の
信
託
を
し
た
こ
と
ま
た
は
出
資
一
口
の
金

額
の
減
少
を
し
て
も
そ
の
債
権
者
を
害
す
る

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

基
本
的
に
は
、以
上
の
書
類
を
作
成
し
て
か
ら

裏
表
紙
を
つ
け
て「
袋
と
じ
」を
し
、代
表
理
事
印

で
割
印
し
て
完
成
と
な
る
。

作
成
部
数
は
、認
可
行
政
庁
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
る
の
で
中
央
会
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
き
た
い

（
行
政
庁
に
提
出
し
た
申
請
書
の
う
ち
一
部
は「
認

可
書
」が
添
付
さ
れ
、組
合
に
戻
る
）。

な
お
、定
款
変
更
の
認
可
申
請
は
、義
務
付
け
ら

れ
た
届
出
事
項
で
は
な
く
、申
請
主
義
に
基
づ
く

も
の
な
の
で
罰
則
は
な
い
。し
か
し
、一
旦
、行
政

庁
の
認
可
を
受
け
な
が
ら
、そ
の
登
記
を
怠
っ
た

と
き
や
、定
款
や
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
組
合
が

行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業
以
外
の
事
業
を
行
っ
た

と
き
は
、役
員
が
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
、十
分

に
注
意
し
た
い
。

Ⅱ.

規
約
と
規
程

規
約
と
規
程
、ど
う
違
う
？

一
般
に「
規
約
」と「
規
程
」は
か
な
り
混
同
し
て

用
い
ら
れ
、実
際
に
は
規
程
と
す
べ
き
も
の
を
規

約
と
し
た
り
、規
約
と
す
べ
き
も
の
を
規
程
と
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
。

規
約
と
は
、組
合
の
業
務
運
営
及
び
事
務
執
行

に
関
し
て
組
合
員
間
を
規
律
す
る
自
治
規
範
で
、

そ
の
設
定
、変
更
、廃
止
に
は
総
会
又
は
総
代
会
の

普
通
議
決（
出
席
者
の
過
半
数
で
決
し
、可
否
同
数

の
と
き
は
議
長
が
決
す
る
議
決
方
法
）を
必
要
と

す
る
。

一
方
、規
程
は
、組
合
の
事
務
執
行
上
に
必
要
な

関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
、直
接
、組
合
員
の
権
利

義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
事
項
に
関
す

る
内
規
を
い
い
、そ
の
設
定
、変
更
、廃
止
は
理
事

会
で
行
う
。

つ
ま
り
、そ
れ
が
規
約
で
あ
る
な
ら
ば
、法
律
上

必
ず
総
会
の
議
決
を
経
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、そ
れ
が
規
約
で
な
い
な
ら
ば
、そ
の
設
定
は
理

組合活性化情報
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事
会
に
お
い
て
行
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

規
約
と
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
、法（
中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
第
三
四
条
、中
団
法
第
五
条
の

二
三
第
三
項
、第
四
四
条
）で
、次
の
五
項
目
を
規

定
し
て
い
る
。

①
総
会
又
は
総
代
会
に
関
す
る
規
定

②
業
務
の
執
行
及
び
会
計
に
関
す
る
規
定

③
役
員
に
関
す
る
規
定

④
組
合
員
に
関
す
る
規
定

⑤
そ
の
他
必
要
な
事
項

な
お
、組
合
事
務
局
の
職
制
や
職
員
の
就
業
規

則
等
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、規
約
と
せ
ず

に
規
程
と
し
て
取
扱
い
、こ
れ
を
理
事
会
で
決
定

し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

定
款
と
規
約
の
違
い

定
款
と
同
様
に
組
合
の
自
主
的
法
規
で
あ
る
規

約
だ
が
、以
下
の
点
で
定
款
と
性
質
を
異
に
す
る
。

①
設
定
は
自
由

定
款
は
、組
合
が
存
続
す
る
限
り
、こ
れ
を
廃
止

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、規
約
は
、組
合
の
自

由
な
判
断
に
よ
っ
て
変
更
の
み
な
ら
ず
廃
止
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

②
設
定
・
改
廃
は
、行
政
庁
の
認
可
不
要

定
款
を
設
定
・
改
廃
す
る
場
合
に
は
、必
ず
行
政

庁
の
認
可
が
必
要
だ
が
、規
約
の
設
定
・
変
更
又
は

廃
止
に
は
総
会
の
普
通
議
決
が
あ
れ
ば
足
り
、行

政
庁
の
認
可
を
必
要
と
し
な
い
。

③
定
款
に
従
属

規
約
は
、定
款
に
比
べ
て
相
対
的
に
軽
微
な
事

項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、定
款
に
従
属
す

る
性
格
を
持
つ
。し
た
が
っ
て
、規
約
の
内
容
は
、

法
令
は
も
と
よ
り
当
該
組
合
の
定
款
に
反
す
る
も

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

④
組
合
設
立
後
の
設
定
も
可

定
款
は
、創
立
総
会
に
お
い
て
設
定
さ
れ
る
が
、

規
約
は
組
合
設
立
後
の
総
会
で
設
定
す
る
こ
と
も

可
能
だ
。

以
上
の
よ
う
に
、規
約
は
定
款
の
補
充
規
定
と

し
て
の
性
格
を
有
す
る
が
、設
定
さ
れ
た
場
合
に

は
定
款
同
様
に
全
組
合
員
を
拘
束
し
、対
組
合
員

関
係
に
お
い
て
は
、定
款
と
同
様
の
法
的
効
力
を

有
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

規
約・規
程
の
態
様

規
約
・
規
程
は
、

①�

組
合
の
事
業（
共
同
生
産
、共
同
加
工
、共
同

販
売
、共
同
金
融
等
）実
施
の
た
め
の
利
用
条

件
に
関
す
る
も
の

②�

組
合
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
機
関（
総
会
、

総
代
会
、理
事
会
等
）の
運
営
に
関
す
る
も
の

③�

組
合
活
動
に
必
要
な
事
務
局
等（
事
務
局
役

員
、職
員
等
）の
管
理
に
関
す
る
も
の

に
大
別
さ
れ
る（
図
表
③
）。

①
組
合
の
事
業
に
関
す
る
規
約
・
規
程

事
業
規
約
は
、単
に
事
業
の
運
営
管
理
の
観
点

か
ら
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、個
々
の
組
合
員
が
い

か
に
円
滑
に
組
合
事
業
を
利
用
で
き
る
か
と
い
っ

た
観
点
で
も
設
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

特
に
、組
合
事
業
に
つ
い
て
は
、合
理
的
な
管
理

組
織
の
確
立
と
事
業
利
用
に
関
す
る
規
約
・
規
程

の
設
定
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。

②
組
合
の
運
営
に
関
す
る
規
約
・
規
程

組
合
運
営
に
関
す
る
基
本
原
則
は
、定
款
に
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、総
会
や
理
事
会
、そ
の
他
各
種

委
員
会
等
に
関
す
る
具
体
的
な
基
準
と
し
て
、

図表③ 組合の規約・規程系統の一覧

法　　令

定　　款

規約・規程

管　理 事　業運　営

庶　務

会　計

労　務

総会・総代会

理事会

委員会

役員選挙

各種共同事業
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総
会
規
約
、役
員
選
挙
規
約
、委
員
会
設
置
規

約
、理
事
会
規
程
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

③
組
合
の
管
理
に
関
す
る
規
約
・
規
程

組
合
の
円
滑
な
運
営
に
は
、事
務
処
理
の
適
切

な
管
理
が
必
要
で
あ
る
。限
ら
れ
た
人
員
で
効
率

よ
く
運
営
を
行
う
た
め
、事
務
処
理
に
関
す
る
基

準
を
設
定
し
、相
互
に
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、規
約
・
規
程
の
整
備
は
重
要
だ
。

規
約・規
程
の
機
能
と
効
果

規
約
・
規
程
の
設
定
は
、事
業
運
営
方
針
や
基
準

を
客
観
化
し
、か
つ
、こ
れ
を
公
開
す
る
作
用
が
あ

る
。ま
た
、組
合
の
運
営
に
関
す
る
実
施
基
準
が
客

観
化
さ
れ
る
こ
と
で
、恣
意
的
な
組
合
運
営
を
防

ぎ
、組
合
員
全
体
の
利
益
に
合
致
し
た
運
営
に
役

立
つ
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き

る
。①�

組
合
の
経
営・
運
営
方
針
を
明
確
に
示
し
、活

動
目
標
と
そ
の
方
針
の
基
準
が
与
え
ら
れ
る
。

②�

組
合
の
経
営
活
動
に
お
け
る
合
理
性
が
確
保

で
き
る
。

③
組
合
の
経
営
活
動
が
標
準
化
さ
れ
る
。

④�

組
合
経
営
に
お
け
る
統
制
の
基
準
が
明
示
さ

れ
、組
合
の
内
部
統
制
が
可
能
と
な
る
。

⑤�

事
業
実
施
に
つ
い
て
の
客
観
的
基
準
が
公
開

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、事
業
担
当
者
は
業
務

上
の
運
営
の
た
め
の
極
め
て
有
効
な
基
準
を

も
つ
こ
と
に
な
る
。

⑥�

組
合
事
業
の
利
用
に
あ
た
っ
て
の
利
用
条
件

等
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、組
合
員

の
事
業
利
用
が
円
滑
な
も
の
と
な
る
。

⑦�

組
合
の
運
営
に
関
す
る
基
準
が
明
示
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、組
合
に
対
す
る
組
合
員
の
権

利
義
務
関
係
が
明
確
と
な
り
、事
務
手
続
上

の
混
乱
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

規
約・規
程
の
変
更
手
続
き

規
約
の
設
定
、変
更
又
は
廃
止
は
前
述
の
と
お

り
、総
会
の
議
決
事
項
で
、理
事
会
等
に
お
い
て
決

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

規
約
・
規
程
は
、組
合
の
運
営
に
必
要
な
事
項
の

基
準
を
定
め
る
も
の
な
の
で
、そ
の
設
定
・
改
廃
は

本
来
的
に
は
組
合
の
業
務
執
行
、そ
れ
も
対
内
的

業
務
執
行
の
一
部
と
し
て
、理
事
会
が
担
当
す
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
規
約
の
設
定
・
改
廃
に
つ
い
て
は
、そ
の

重
要
性
か
ら
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
も
の
で
あ

る
の
で
こ
れ
を
除
き
、専
ら
規
程
に
属
す
る
も
の

の
み
が
本
来
の
組
合
の
業
務
執
行
の
一
部
と
し
て

理
事
会
の
議
決
事
項
と
な
る
。

な
お
、総
会
及
び
理
事
会
に
お
け
る
規
約
及
び

規
程
の
設
定
・
改
廃
に
つ
い
て
の
議
決
は
、前
述
し

た
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
過
半
数
の
出
席（
定
足
数
）に

よ
る
、出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
。

規
約・規
程
作
成
上
の
留
意
点

規
約
・
規
程
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
解
釈

に
疑
義
が
生
じ
な
い
よ
う
、次
の
点
に
留
意
し
た

い
。①「

正
確
な
表
現
」に
努
め
る

規
約
・
規
程
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
表
現
の

正
確
さ
」に
努
め
、利
用
す
る
人
に
誤
解
を
生
じ
さ

せ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
。

②「
わ
か
り
や
す
い
条
文
」を
書
く

条
文
の
わ
か
り
や
す
さ
は
、文
字
・
文
章
の
使
い

方
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
編
成
上
の
工
夫（
編
別
、見

出
し
の
活
用
等
）に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。

▶�

静
岡
県
中
央
会
が
ま
と
め
た「
協
同
組
合

定
款
の
解
説
」と「
組
合
の
規
約
・
規
程
」�

（
例
集
）。

定
款
変
更
や
規
約
・
規
程
作
成
の
際
、参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査
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湖
西
市
の
商
業・
サ
ー
ビ
ス
業
者
六
〇

人
で
組
織
す
る
組
合
が
、昨
年
一
一

月
に
宅
配
サ
ー
ビ
ス
”御
用
聞
き
Ｈ
ｉ
Ｔ
Ａ

Ｃ（
ハ
イ
タ
ッ
ク
）

”

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

そ
の
組
合
の
理
事
長
と
し
て
、地
域
に

根
を
張
る
商
業
者
と
し
て
、地
域
商
業
再

生
へ
の
想
い
を
新
た
な
試
み
に
込
め
る
。

「
”商
い”

の
原
点
は
お
客
様
と
の
対

話
。そ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、お
客
様
と
の

絆
を
強
め
る
こ
と
で
、地
元
商
店
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。待
っ
て

い
る
だ
け
で
は
、何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
」。

き
っ
か
け
は
、組
合
が
一
〇
年
前
か
ら

取
り
組
む
配
食
サ
ー
ビ
ス
。市
の
委
託
を

受
け
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
な
ど
に
、

組
合
員
ら
が
食
事
を
届
け
る
。

「
配
食
を
行
う
中
で
多
く
寄
せ
ら
れ
た

要
望
が
、買
い
物
の
代
行
。す
で
に
自
店
の

御
用
聞
き
に
結
び
つ
け
た
組
合
員
も
い
ま

す
が
、商
店
街
全
体
で
取
り
組
め
ば
、相
乗

効
果
が
高
ま
る
」と
期
待
を
込
め
る
。

Ｈ
ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
対
象
は
、会
員
登
録
し

た
六
五
歳
以
上
の
市
民
約
三
〇
〇
人
。組

合
が
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
注
文
を
受

け
、翌
日
に
は
、組
合
員
が
会
員
宅
に
届
け

る
。食
料
品
や
飲
料
水
な
ど
に
加
え
、カ
メ

ラ
や
メ
ガ
ネ
、衣
料
品
、花
、さ
ら
に
は
印

刷
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
宅
配
も
扱
う
。

「
今
後
は
業
種
を
増
や
し
、利
便
性
向
上

や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、地
元
商
店

の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

「
届
け
る
の
は
、モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
安
否
確
認
に
な
る
し
、会
話
な
ど
の
触 

れ
合
い
を
通
じ
、寝
た
き
り
や
認
知
症
、 

閉
じ
こ
も
り
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
。お

年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
も
商
店
街
の
大
き
な
役
割
で
す
」。

組
合
で
は
、湖
西
の
特
産
品
で
あ
る
豚

肉
を
使
っ
た
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
を
皮
切
り
に
、

モ
ツ
煮
を
八
丁
味
噌
で
煮
込
ん
だ
”ど
て

煮”

や
地
元
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
活
か
し

た
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
、地
元
の
農
産
物
を
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
た
ご
当
地
グ
ル
メ
を
次
々

に
開
発
。組
合
員
店
舗
で
の
販
売
を
通
じ
、

市
内
外
に
広
く
情
報
を
発
信
す
る
。

「
話
題
づ
く
り
も
大
き
な
目
的
。カ
メ
ラ

屋
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
カ
レ
ー
や
ど
て
煮
が

置
い
て
あ
れ
ば
、そ
こ
か
ら
自
然
に
会
話

が
進
む
で
し
ょ
？
」と
笑
う
。

次
々
と
湧
き
上
が
る
ア
イ
デ
ィ
ア
、そ

し
て
旺
盛
な
行
動
力
。そ
れ
を
支
え
る
の

が
、商
店
街
復
権
へ
の
熱
い
思
い
だ
。

「
商
店
街
に
欠
か
せ
な
い
の
は
地
縁
、血

縁
に
は
じ
ま
り
義
理
、人
情
、ワ
ビ
、サ
ビ
。

地
域
の
人
た
ち
と
喜
び
や
悲
し
み
を
共
有

で
き
る
よ
う
な
濃
い
関
係
を
築
く
こ
と

で
、地
域
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
」。

業
務
用
酒
類
の
卸
売
に
加
え
、コ
ン
ビ
ニ

や
飲
食
店
の
経
営
も
手
が
け
る
大
津
屋
グ

ル
ー
プ
代
表
。祖
父
が
興
し
た
酒
屋
を
二
五

歳
で
継
ぎ
、湖
西
市
や
浜
松
市
な
ど
に 

数
店
舗
を
構
え
る
グ
ル
ー
プ
を
築
い
た
。

「
元
日
以
外
は
店
に
い
る
」と
い
う
大
の

仕
事
好
き
、と
思
い
き
や
、「
遊
び
心
で
街

を
眺
め
る
の
が
大
好
き
な
ん
で
す
」。

クローズアップインタビュー

湖西市鷲津商店街協同組合

土屋政己理事長

組合活性化情報

商店街組合が“御用聞き”
宅配サービスをスタート
商売の原点に立ち戻り、
商店街の復権を
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Business Report 組合の動き

日
本
初 

国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

企
業
組
合
く
れ
ば

日
本
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る
国
際

陶
芸
展
”国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

さ
さ
ま”

が
、
島
田
市
川
根
町
の
島

田
市
山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
さ
ま

で
、
昨
年
一
一
月
二
六
日
と
二
七
日
に

行
わ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

運
営
管
理
を
行
い
、
地
域
振
興
に
取
り

組
む
企
業
組
合
く
れ
ば
（
島
田
市
・
根

岸
久
理
事
長
）
と
日
本
で
も
国
際
陶
芸

展
の
開
催
を
、
と
の
思
い
を
持
つ
陶
芸

家
が
出
会
う
こ
と
で
実
現
。
同
組
合
が

実
行
委
員
会
を
組
織
し
開
催
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
一
二
ヵ
国 

一
五
人
の
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
陶
芸

家
が
招
聘
さ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や 

ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
ほ

か
、
国
内
外
の
若
手
陶
芸
家
ら
約
六
〇

人
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
自
慢
の
作
品
を

展
示
販
売
し
た
。 

震
災
被
災
地
の
福
島
・
相
馬
焼
の

陶
芸
家
ら
を
支
援
し
よ
う
と
、
世
界
の

陶
芸
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
”湯
の
み”

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
カ
ッ

プ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

Y
U
N
O
M
I
（
Y
O
U 

K
N
O
W 

M
E
））
も
行
わ
れ
、
五
〇
万
円
を
超

え
る
売
上
金
を
大
堀
相
馬
焼
協
同
組
合

（
福
島
県
浪
江
町
）
に
寄
贈
し
た
。

会
場
に
は
、
地
域
住
民
や
陶
芸
フ
ァ
ン

ら
、
お
よ
そ
一
五
〇
〇
人
が
足
を
運
び
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合
（
大
髙
正
利

理
事
長
）
主
催
の
”静
岡
県
メ
デ
ィ
ア
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト”

 

の
表
彰
式
が
、
昨
年
一
二
月
一
三
日
、

静
岡
市
内
で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
は

じ
め
各
賞
の
受
賞
者
八
人
に
、
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
た
。

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
M
U
D
）
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

て
、
デ
ザ
イ
ン
や
文
字
・
色
な
ど
を
工

夫
し
、
誰
も
が
使
い
や
す
く
、
見
や
す

い
メ
デ
ィ
ア
を
提
供
し
よ
う
と
、
印
刷

業
界
が
普
及
を
進
め
る
考
え
方
。

今
回
で
五
回
目
を
迎
え
る
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
一
般
部
門
と
学
生
部
門
で
行
わ

れ
、
昨
年
（
四
三
点
）
の
倍
以
上
と
な

る
九
六
点
（
一
般
三
五
点
、
学
生
六
一

点
）
の
応
募
が
あ
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
荻
野
豊
M
U
D

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
（
組
合
副

理
事
長
）
は
、

「
応
募
者
が
大
幅
に
増
え
る
な
ど
、

M
U
D
へ
の
関
心
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い

る
。
全
国
の
レ
ベ
ル
は
高
い
。
も
う
ひ 

と
工
夫
を
期
待
し
た
い
」
と
激
励
し
た
。

二
年
連
続
で
一
般
部
門
の
最
優
秀
賞

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

力
作
が
ず
ら
り

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合

事
は
、「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
こ
と

が
大
き
な
成
功
に
つ
な
が
っ
た
。
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
契
機
と
し
て
定
期
的
な

開
催
な
ど
を
含
め
、
そ
の
趣
旨
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
い
っ
そ
う
進
め
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

を
通
じ
、
陶
芸
家
と
の
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
、
川
根
茶
を
は
じ
め
、
地
域
の

特
産
品
の
販
売
や
地
域
内
の
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
が
行
わ
れ
、
笹
間
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
た
。

セ
ン
タ
ー
館
長
を
務
め
る
北
島
享
理

▲最優秀賞を獲得したスタ
ンプラリーマップ（一般
の部・写真上）と箸のマ
ナーを折り紙形式で盛り
込んだ箸袋（学生の部）

▶
会
場
と
な
っ
た
島
田
市
山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
さ
ま
に
は
、
多
く
の
地
域
住
民
や
陶
芸
フ
ァ
ン
が
足
を
運
ん
だ
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審
査
員
を
代
表
し
て
加
藤
之
敏
常
葉

学
園
大
学
教
授
は
、

「
今
回
の
受
賞
作
は
、
い
ず
れ
も

M
U
D
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
優
れ
た

作
品
揃
い
。
年
々
、
レ
ベ
ル
が
向
上
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
」
と
講
評
し
た
。

を
獲
得
し
た
久
留
嶋
美
子
さ
ん
（
杉
山

メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
㈱
）
は
、

「
M
U
D
は
一
般
的
に
知
名
度
が
高

く
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ス
ト

が
普
及
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

提
案
力
と
経
営
努
力
で
生
き
残
り
を

朝
霧
経
営
塾
2
0
1
1

全
国
建
設
産
業
教
育
訓
練
協
会
・
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

建
設
関
連
の
専
門
工
事
業
団
体
や
協

同
組
合
等
で
組
織
す
る
全
国
建
設
産
業

教
育
訓
練
協
会
・
富
士
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨
年
一
二
月
二
日
、
三
日
、

富
士
宮
市
の
同
セ
ン
タ
ー
で
”朝
霧
経

営
塾
2
0
1
1”

を
開
催
し
た
。

同
塾
は
不
況
下
を
生
き
抜
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
探
ろ
う
と
開
催
。
全
国
か
ら

建
設
業
経
営
者
ら
六
〇
人
が
参
加
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
㈶
建
設
経
済
研

究
所
の
丸
谷
浩
明
研
究
理
事
が
、「
建

設
業
界
で
今
い
ち
ば
ん
求
め
ら
れ
る
も

の
」
の
テ
ー
マ
で
演
台
に
立
っ
た
。

丸
谷
氏
は
縮
小
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
建
設
業
界
の
現
状
を

「
現
状
を
放
置
し
た
ま
ま
有
効
な
手

段
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
地
域
の
建
設
業

の
共
倒
れ
と
い
う
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
」
と
分
析
し
た
上
で
、「
地
域
建

設
業
の
衰
退
は
、
災
害
対
応
空
白
地
帯

の
発
生
に
つ
な
が
る
。
大
規
模
災
害
の

復
旧
・
復
興
に
貢
献
す
る
建
設
業
は
地

域
に
欠
か
せ
な
い
産
業
だ
」
と
説
い
た
。

今
後
の
建
設
業
に
つ
い
て

「
公
共
工
事
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
共
同
受
注
や
協

定
な
ど
で
受
注
で
き
る
よ
う
、
発
注
者

側
に
積
極
的
に
提
案
す
る
こ
と
も
必
要

だ
。
各
社
の
経
営
努
力
が
生
き
残
る
た

め
の
必
須
条
件
と
な
る
」
と
結
ん
だ
。

静
岡
の
伝
統
工
芸
が
コ
ラ
ボ

”東
海
道
五
十
三
次
ひ
と
め
図
“が
完
成

静
岡
漆
器
工
業
協
同
組
合
・
静
岡
県
蒔
絵
工
業
協
同
組
合

静
岡
漆
器
工
業
協
同
組
合
（
新
井
吉

雄
理
事
長
）
と
静
岡
県
蒔
絵
工
業
協
同

組
合
（
諸
井
治
郎
理
事
長
）
の
組
合
員

ら
が
共
同
制
作
し
た
”東
海
道
五
十
三

次
ひ
と
め
図”

の
除
幕
式
が
一
月
四
日
、

静
岡
市
美
術
館
で
行
わ
れ
た
。

ひ
と
め
図
は
、
東
海
道
五
十
三
次
を

一
目
で
見
渡
せ
る
鳥
瞰
図
で
、
漆
黒
の

漆
が
施
さ
れ
た
木
地
に
蒔
絵
の
流
麗
な

線
で
描
か
れ
た
、
縦
二
㍍
、
横
三
．二
㍍ 

の
大
作
。

同
美
術
館
の
開
館
一
周
年
を
記
念
し

て
両
組
合
の
組
合
員
ら
二
〇
人
が
、
静

岡
の
伝
統
技
法
”漆
芸”

を
駆
使
し
、

約
二
年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

駿
河
漆
器
の
多
彩
な
”変
塗”

を
用

い
、
三
〇
に
及
ぶ
駿
河
、
伊
豆
な
ど
の

「
国
」
が
塗
り
分
け
ら
れ
、
蒔
絵
で
波
や

帆
船
、
河
川
な
ど
を
精
緻
に
表
現
し
た
。

ひ
と
め
図
の
公
開
に
あ
わ
せ
、
美
術

館
で
は
製
作

過
程
や
技

法
、
み
ど
こ

ろ
な
ど
を
紹

介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を

作
成
。ま
た
、

制
作
に
関
っ

た
組
合
員
ら 

組合活性化情報

▲�「災害時の復旧・復興には地域建設業の力が欠かせない」
と丸谷氏　

ひ
多
く
の
人
に
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

静
岡
市
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
公
開
。
観
覧
は
無
料
。

の
作
品
紹
介
や
匠
が
技
を
実
演
す
る 

”静
岡
の
匠”

展
も
開
催
さ
れ
た
。

静
岡
漆
器
工
業
協
組
の
新
井
理
事
長

は
「
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
、

漆
器
と
蒔
絵
に
よ
る
コ
ラ
ボ
作
品
を
ぜ

▼静岡市美術館のエントランスホールに掲げられたひとめ図
と紹介パンフレット（写真下）
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組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

主
催
者
を
代
表
し
て
佐
野
光
治
会
長
は
、

「
新
た
な
年
を
迎
え
、
本
会
で
は
今
年
度
導
入

し
た
”組
合
御
用
聞
き
シ
ス
テ
ム”

を
は
じ
め
、

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
根
差
し
た
支
援
を
よ
り
充
実
さ

せ
て
い
く
考
え
だ
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を
い
っ

そ
う
密
に
し
、
組
合
や
中
小
企
業
の
発
展
の
た
め

に
、
更
な
る
精
進
を
重
ね
て
い
く
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
関
東
経
済
産

業
局
の
太
細
敏
夫
産
業
部
長
は
、

「
国
で
は
、
海
外
展
開
支
援
を
は
じ
め
、
中
小

企
業
に
対
す
る
施
策
や
支
援
を
積
極
的
に
講
じ
て

い
く
。
今
年
が
日
本
再
生
の
年
と
な
る
よ
う
皆
で

力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
三
反
園
訓
氏
が
、
変
革
期
に
あ
る
わ
が
国

の
政
治
経
済
の
現
状
と
展
望
を
語
っ
た
。

三
反
園
氏
は
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
が
続
く
日

本
経
済
に
つ
い
て
触
れ
、

「
内
需
が
拡
大
し
な
い
の
は
、
国
民
が
将
来
に

備
え
貯
蓄
を
優
先
す
る
た
め
だ
。
日
本
に
と
っ
て

今
必
要
な
こ
と
は
、
将
来
に
対
す
る
不
安
を
な
く

す
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
保
障
制
度
の
維

持
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
含
む
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
は
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
し
た
上
で
、「
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
政

治
家
と
国
民
と
の
間
に
固
い
信
頼
関
係
が
な
け
れ

ば
難
し
い
。
政
治
家
は
自
ら
の
発
言
に
も
っ
と
責

任
を
も
つ
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

今
後
、
生
き
残
る
企
業
の
条
件
と
し
て
、

「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
企
業
は
必

ず
勝
ち
残
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
上
司
の
こ

と
ば
ひ
と
つ
で
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
社

員
全
員
で
危
機
感
を
共
有
す
る
こ
と
も
重
要
だ
」

と
説
い
た
。

長
年
、
政
治
記
者
と
し
て
歴
代
首
相
に
接
し
た

経
験
か
ら
”総
理
の
資
質”

と
し
て
①
見
た
目
＝

雰
囲
気
②
こ
と
ば
＝
発
信
力
、
説
明
力
、
説
得
力

③
ブ
レ
な
い
＝
信
念
④
体
力
⑤
運
な
ど
を
挙
げ
、

T O IP C S

２
０
１
２
年 

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会

｢

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
企
業
は
生
き
残
る｣

　
　
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

三
反
園
氏
講
演

　

中
央
会
主
催
に
よ
る
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会
が一
月
一一日
、
静
岡
市
の
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
会
員
組
合
や
関
係
団
体
な
ど
二
五
〇
人
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
三
反
園
訓
氏
が
、
変
革
期
に
あ
る
わ
が
国
の
政

治
経
済
の
現
状
と
展
望
を
語
っ
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
で
は
、
組
合
代
表
者
ら
が一
堂
に
会
し
、
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

▲講師の三反園氏

▲関東経済産業局
　太細産業部長
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13 中小企業静岡 2012.2

「
こ
れ
ら
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
に
も
必
要
な
資

質
。
ト
ッ
プ
が
”夢”

と
”希
望”

を
語
れ
る
組
織

は
強
い
」
と
結
ん
だ
。

新
春
賀
詞
交
歓
会

二
五
〇
人
の
参
加
者
を
前
に
佐
野
会
長
は
、

「
組
合
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
組
織
を
十
分

に
活
か
し
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ
の
未
曽

有
の
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

来
賓
の
岩
瀬
洋
一
郎
副
知
事
や
植
田
徹
県
議
会

議
長
か
ら
は
、
県
が
取
り
組
む
中
小
企
業
施
策
の

紹
介
や
中
央
会
へ
の
期
待
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
が

述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
酒
樽
の
鏡
開
き
と
静
岡
県
商
工
会
連

合
会
の
小
倉
忠
一
会
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
、
新
た
な
年
の
飛
躍
を
誓
い
合 

っ
た
。

会
場
で
は
昨
年
、
国
の
「
農
商
工
等
連
携
事
業

計
画
」
の
認
定
を
受
け
た
緑
化
造
形
ア
ー
ト
”モ

ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー”

の
作
品
群
が
陳
列
さ
れ
る
と

と
も
に
、
裾
野
市
の
酒
販
店
ら
が
開
発
し
た
茶
焼

酎
が
振
舞
わ
れ
る
な
ど
、
連
携
の
成
果
を
参
加
者

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

参
加
お
よ
び
参
加
申
し
込
み
さ
れ
た

組
合
・
関
係
団
体
（
順
不
同
）

【
会
員
組
合
】

長
泉
工
業
団
地
㈿ 

三
島
工
業
団
地
㈿ 

㈿
富
士
山
特
産
品
振

興
会 

㈿
静
岡
県
中
小
企
業
労
務
協
会 

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド

パ
ー
ク
㈿ 

伊
東
商
業
㈿ 

浄
蓮
の
滝（
協
業
） 

御
殿
場
市
一

般
廃
棄
物
処
理
事
業
㈿ 

御
殿
場
建
具
家
具
㈿ 

土
肥
温
泉

旅
館
㈿ 

岳
南
第
一
製
紙
㈿ 

三
島
広
小
路（
商
振
） 

沼
津
リ

コ
ー
通
り（
商
振
） 

沼
津
魚
仲
買
商
㈿ 

沼
津
設
計
監
理
㈿ 

沼
津
鉄
工
機
械
工
業
㈿ 

静
岡
県
東
部
商
工
㈿ 

東
芝
機
械
協

力
㈿ 

富
士
の
国
特
産
品
振
興
事
業
㈿ 

富
士
宮
市
管
工
事
㈿ 

富
士
宮
鉄
工
団
地
㈿ 

富
士
市
浮
島
工
業
団
地
㈿ 

富
士
地
区

貨
物
運
送
事
業
㈿ 

㈽
く
れ
ば 

㈽
針
谷
建
築
事
務
所 

㈽
動

物
の
森 
㈿
オ
ー
エ
フ
ジ
ー 

㈿
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ

ト 

㈿
フ
ジ
エ
ダ
・
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン 

㈿
小
糸
製
作
所
協
力
会 

㈿
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー 

㈿
焼
津
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー 

㈿

静
岡
専
門
店
会 

㈿
静
岡
流
通
セ
ン
タ
ー 

㈿
島
田
計
器
部
品

セ
ン
タ
ー 

（
商
振
）七
間
町
名
店
街 

（
商
振
）静
岡
呉
服
町
名

店
街 

静
岡
給
食
㈿ 

静
岡
県
産
業
廃
棄
物
処
理
㈿ 

静
岡
県

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス（
商
工
） 

安
倍
川
骨
材
事
業
㈿ 

永
田
エ
キ
ス

パ
ー
ト
㈿ 

子
生
れ
の
里
㈽ 

志
太
鉄
工
機
械
工
業
㈿ 

志
太

東
部
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
協
業
） 

焼
津
蒲
鉾
商
工
業
㈿ 

寸
又
峡

美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
㈿ 

清
水
駅
前
銀
座（
商
振
） 

清

水
河
岸
の
市
㈿ 

清
水
工
業
団
地
㈿ 

清
水
港
共
同
倉
庫
事
業

㈿ 

清
水
港
木
材
産
業
㈿ 

清
水
港
木
材
団
地
㈿ 

清
水
地
区

建
設
事
業
㈿ 

清
水
鉄
工
機
械
工
業
㈿ 

静
岡
た
ば
こ
販
売
㈿ 

静
岡
一
般
廃
棄
物
処
理
業
㈿ 

静
岡
家
具
工
業
団
地
㈿ 

静
岡

機
械
金
属
工
業
団
地
㈿ 

静
岡
県
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
㈿ 

静
岡

県
ス
ポ
ー
ツ
用
品
商
業
㈿ 

静
岡
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
㈿ 

静
岡
県
印
刷

（工） 

静
岡
県
家
具

（工） 

静
岡
県
火
災
共
済
㈿ 

静

岡
県
菓
子

（工） 

静
岡
県
貨
物
運
送
㈿ 

静
岡
県
学
校
給
食
パ
ン

㈿ 

静
岡
県
機
械
金
属
工
業（
協
連
） 

静
岡
県
広
告
美
術
業
㈿ 

静
岡
県
砂
利

（工） 

静
岡
県
砕
石
業
㈿ 

静
岡
県
志
太
榛
原
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
㈿ 

静
岡
県
重
機
建
設
業

（工） 

静
岡
県
商
工
㈿ 

静
岡
県
消
防
設
備
保
守
点
検
㈿ 

静
岡
県
醤
油
醸
造
工
業
㈿

静
岡
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（工） 

静
岡
県
茶
商
工
業
㈿ 

静
岡
県

中
古
自
動
車
販
売（
商
工
） 

静
岡
県
鉄
筋
業
㈿ 

静
岡
県
塗
装

看
板
業
㈿ 

静
岡
県
物
流
ネ
ッ
ト
㈿ 

静
岡
県
遊
技
業
㈿ 

静

岡
県
溶
接
工
業
㈿ 

静
岡
県
鐵
構
工
業
㈿ 

静
岡
市
ス
ポ
ー
ツ

用
品
商
業
㈿ 

静
岡
市
水
産
物
商
業
㈿ 

静
岡
室
内
装
備
畳
㈿ 

静
岡
商
工
福
祉
事
業
㈿ 

静
岡
人
材
育
成
事
業
㈿ 

静
岡
青
果

物
商
業
㈿ 

静
岡
葬
祭
業
㈿ 

静
岡
大
工
建
築
業
㈿ 

静
岡
地

区
建
設
事
業
㈿ 

静
岡
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
㈿ 

川
根
茶
業

㈿ 

中
央
金
属
工
業
㈿ 

中
駿
商
工
業
㈿ 

東
海
チ
ッ
プ
㈿ 

日

新
㈿ 

㈽
浜
名
湖
え
る
だ
ー
ク
ラ
ブ 

㈿
ア
ク
ア
テ
ク
ロ
ッ
プ 

㈿
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ト 

㈿
ガ
ス
エ
ア
コ
ン
静
岡
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト 

㈿
テ
ク
ニ
カ
ル
パ
ー
ク
湖
西 

㈿
テ
ク
ノ
ラ
ン
ド
細
江 

㈿
山
梨
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

㈿
都
田
テ
ク
ノ
パ
ー
ク 

㈿

浜
松
技
術
工
業
団
地 

㈿
浜
松
物
流
シ
ス
テ
ム 

Ｉ
Ｔ
は
ま
な

こ
㈿ 

ス
ズ
キ
協
力
㈿ 

天
龍
社
織
物
工
業
㈿ 

掛
川
工
業
団

地
㈿ 

掛
川
電
気
工
業
㈿ 

湖
西
金
属
工
業
㈿ 

春
野
建
設
事

業
㈿ 

静
岡
経
営
支
援
㈿ 

静
岡
県
西
部
商
工
㈿ 

天
竜
川
陸

選
砂
利
㈿ 

日
本
超
硬
刃
物
㈿ 

磐
田
Ｐ
Ａ
工
業
団
地
㈿ 

磐

田
さ
ぎ
さ
か
工
業
団
地
㈿ 

磐
田
地
区
貨
物
運
送
㈿ 

浜
松
西

テ
ク
ノ
㈿ 

浜
松
鉄
工
機
械
工
業
㈿ 

福
田
工
業
団
地
㈿

【
特
別
会
員 

関
係
団
体
他
】

静
岡
県
中
小
企
業
団
地
協
議
会 

静
岡
県
中
小
企
業
組
合
士

会 

静
岡
県
青
年
中
央
会 

静
岡
県
東
部
青
年
中
央
会 

静
岡

県
清
水
青
年
中
央
会 

静
岡
県
中
部
青
年
中
央
会 

静
岡
県

西
部
青
年
中
央
会 

鈴
春
工
業
㈱ 

中
村
建
設
㈱ 

静
鉄
保
険

サ
ー
ビ
ス
㈱ 

社
団
法
人
静
岡
県
自
動
車
整
備
振
興
会 

し
ず

お
か
信
用
金
庫 

日
産
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
静
岡
販
売
㈱ 

野
原

㈱ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
静
岡
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー 

㈱
朝
日
メ
デ
ィ
ア
ブ
レ
ー
ン 

三
井
住
友
海
上
火
災
保

険
㈱ 

日
興
通
信
㈱
沼
津
支
店 

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク 

㈱
損
害
保

険
ジ
ャ
パ
ン
静
岡
支
店
法
人
支
社 

㈱
静
岡
中
央
銀
行

T O IP C S

▲組合関係者らが一堂に会し決意を新たにした

▼鏡開きで新たな年の飛躍を誓った

▼迫力満点のモザイカルチャー作品

▲�ずらりと並んだ裾野産茶葉100％使用の本格茶焼酎
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［ 食料品 ］

業界全体に景気沈滞のムードが蔓延。景気回復の起
爆剤を期待。

［ 木材・木製品 ］

秋以降住宅着工数が低調だったが、23年7月末に締
切を前倒しにした住宅エコポイントの駆け込み需要
の反動が原因。

［ 紙・紙加工品 ］

家庭紙は製品市況が上がらないまま越年した。生産
量は、年末年始に需要が増加。

［ 一般機器 ］

今後発生が予想される地震と円高の推移への不安
が大きい。電気料金値上げによるコスト上昇の見込
みから、海外への生産拠点移転に関する話題が危惧
される。

［ 輸送用製品 ］

タイの洪水被災のため、一時的に生産が国内に回帰

し生産量が増加。しかし、タイの復旧次第で減産を余
儀なくされる。

［ 卸売業（建材） ］

出荷数量は前年同月比4％のプラス。台風関連の災
害復旧への出荷と見られる。

［ 商店街（三島市） ］

客足は増えつつも売上高は前年並み。顧客の要望に
応えるため品揃えを整えねばならず、若干在庫が増
加。正月の売り上げ増加に繁栄することを期待する。

［ サービス業（警備） ］

各組合員とも売上げが前年同月を上回った模様。中
でも静岡市内では人手不足のところもあった。

［ 運輸業 ］

貸切、小口荷物ともに荷動きの推移は低調。年末の
一時期のみに出荷が集中し、車輌確保が難しかった
が、それでも荷物が残るような状況にはならなかっ
た。

業界の声  対象17業種より抜粋

組合
運営QA
Q
AAAAAAAAAAAAAAA&

監事が複数いる場合はすべての監事の監
査を受ける必要があります。特定監事を

定めている場合は特定監事から、定めていない場
合は監事全員から監査報告の通知を受けなければ
なりません。
　ただし、監事が「決算関係書類等」の全部を
受領した日から4週間を経過した日と、特定理事
との合意により定めた日のいずれか遅い日までに
監査報告の内容の通知をしない場合は、通知期限
の日に監事の監査を受けたものとみなされますの
で、通知期限後であれば、理事会を開催しても結
構です。

A.

Ｑ. 当組合では、監事が3人おり、特
定監事を定めていません。監事の
うち2人から1週間で監査報告の通
知が届きましたが、過半数の監事
から監査報告の通知を受けている
ことから、「決算関係書類等」を承
認するための理事会を開催しても
よいでしょうか。

組合活性化情報

24年02月号_本文.indd   14 12.2.1   1:08:05 PM
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景 況
ウォッチウォッチ

平成23年12月の情報連絡員月次景況調査より
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕
による毎月の景況調査の概要です。

組合活性化情報

-90.0
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-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

売上高
収益状況
業界の景況

H15.1.1 H16.1.1 H17.1.1 H18.1.1 H19.1.1 H20.1.1 H21.1.1 H22.1.1 H23.1.1

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

年末の活況さが見られず
「売上高」、「業界の景況」が低迷

～経済混迷から消費低迷、先行きの見通しは不透明感が強まる～

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H23.12 -36.8 -8.2 -18.4 -23.0 -46.0 -27.6 -23.1 -16.1 -48.3

DI値

H23.11 -29.9 -11.5 -11.5 -20.7 -48.3 -23.0 -28.3 -18.4 -40.3

H23.11→H23.12 -6.9↘ 3.3↗ -6.9↘ -2.3↘ 2.3↗ -4.6↘ 5.2↗ 2.3↗ -8.0↘

年末は、本来であれば売上高等において大幅な増加が期待されるところだが、結果は売上高、業界の景況など
の悪化が依然として顕著のまま。タイの洪水を背景とした機械関連の製造業で好調さが見られるが、復旧までの
一時的との見方が強い。一方で国内産業の高コスト体質から、海外移転による空洞化が危惧される。経済の低成
長や硬直化した経済システムを背景に、全般的に大幅な改善は見られない。
本県中小企業の景況は、国外市況に左右され震災前の状況にはまだ及ばない。製造業では、一般機器と輸送用
機器の改善が目立つが円高による採算性に苦慮。また企業の開発力、提案力などにより業績への格差が見られ
る。非製造業においては、建設業では工事量の低迷、運輸業では輸送量の低下など厳しい状況。サービス業におい
て、一部好調さが見られる。ただし、全般的には消費者の財布の紐は堅く、将来への不安感が蔓延していると見ら
れる。
DI値は収益状況、業界の景況がマイナス40台と他に比べ悪化傾向が強い。その他多くはマイナス20～30台を
推移し“前年同月を上回る”までには至らない。前月との比較では、3項目が改善した。新たな年に向け、各項目と
も改善が期待される。

概　況

DI値の推移 ※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

主要三指標DI値推移（過去10年間）

24年02月号_本文.indd   15 12.2.1   4:17:50 PM
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組
合
設
立・解
散
の
概
況

中
小
企
業
組
合
は
、昭
和
五
〇
年
代
に
は
年
間

一
〇
〇
〇
組
合
を
超
え
る
新
規
設
立
が
あ
っ
た

が
、六
〇
年
代
以
降
は
八
〇
〇
〜
九
〇
〇
組
合
台

で
推
移（
平
成
四
年
度
は
一
〇
〇
三
組
合
）。

平
成
一
〇
年
度
に
七
九
二
組
合
と
八
〇
〇
組

合
を
割
っ
た
も
の
の
、一
一
年
度
か
ら
は
再
び

八
〇
〇
組
合
台
で
推
移
し
て
い
た
。

し
か
し
、一
九
年
度
以
降
は
一
九
年
度
六
〇
四

組
合
、二
〇
年
度
五
二
八
組
合
、二
一
年
度
三
六
九

組
合
、二
二
年
度
三
〇
三
組
合
と
、新
規
設
立
数
の

減
少
が
続
い
て
い
る（
図
表
①
）。

新
設
組
合
を
組
合
の
種
類
別
に
み
る
と
、平
成

一
三
年
度
ま
で
は
、事
業
協
同
組
合
が
九
割
近
く

を
占
め
て
い
た
が
、近
年
は
、企
業
組
合
の
設
立
が

多
く
な
り
、一
二
年
度
、一
三
年
度
に
は
新
設
組
合

の
一
割
近
く
を
占
め
、一
五
年
度
か
ら
は
二
割
台

と
な
っ
た
。そ
の
後
、一
八
年
度
一
四
．九
％
、一
九

年
度
九
．六
％
、二
〇
年
度
九
．三
％
と
低
下
傾
向

に
あ
っ
た
が
、二
一
年
度
に
一
七
．三
％
と
増
加
し

た（
二
二
年
度
一
四
．二
％
）。

二
二
年
度
の
新
設
組
合
を
業
種
別
に
み
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
業（
廃
棄
物
処
理
業
、自
動
車
整
備
業

な
ど
）が
七
八
組
合
と
最
も
多
く
、以
下
、異
業
種

（
四
九
組
合
）、建
設
業（
四
四
組
合
）、製
造
業（
四
三

組
合
）が
続
く
。近
年
は
、新
設
数
に
占
め
る
異
業

種
、サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

新
設
組
合
数
の
八
五
％
以
上
を
占
め
る
事
業

協
同
組
合
の
業
種
別
構
成
を
昭
和
五
五
年
度
と
比

較
す
る
と
、「
卸
売
業
」「
小
売
業
」の
割
合
は
昭
和

五
五
年
度
が
三
三
．七
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、平

成
二
二
年
度
は
一
一
．九
％
と
低
下
。

一
方
で「
異
業
種
」の
割
合
は
四
．六
％
か
ら

一
八
．七
％
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」は
九
．四
％
か
ら

二
五
．〇
％
と
と
も
に
大
き
く
増
加
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
進
展
な
ど
産
業
構
造
の
変
化

を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

解
散
の
動
向
は
、長
期
に
わ
た
る
不
況
と
構
造

変
化
の
影
響
か
ら
解
散
組
合
が
増
加
。二
二
年
度

は
八
七
五
組
合
が
解
散
し
た
。

［ トピックス ］

平成22年度の全国の設立組合数は303組合
組合による地域資源活用事業計画の認定件数は21件

図表① 組合種類別新設組合の推移

　

全
国
中
央
会
で
は
、組
合
関
連
の
最
新
デ
ー
タ
や

全
国
各
地
で
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
中
小
企
業

組
合
の
事
例
を
紹
介
し
、中
小
企
業
組
合
の
今
後

の
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
、「
中
小

企
業
組
合
白
書
」を
発
行
し
て
い
る
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、白
書
を
も
と
に
全
国
に
お
け

る
組
合
の
設
立
や
解
散
、会
社
へ
の
組
織
変
更
の
状

況
、農
商
工
連
携
や
新
連
携
な
ど
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、組
合
を
中
心
と
す
る
連
携
組
織
の
最
新
の
動

向
を
紹
介
す
る
。

平成23年度版
中小企業組合白書
最近の中小企業組合等連携組織の動向

60年 元年 5年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年
事業協同組合 809 723 868 757 757 742 687 626 658 621 697 539 472 290 252

事業協同小組合
火災共済協同組合
信 用 組 合 2

協同組合連合会 14 11 6 18 12 12 8 6 9 4 1 1 1 8 6

企 業 組 合 18 50 19 42 82 81 117 167 187 166 123 58 49 64 43

協 業 組 合 13 4 11 12 7 5 6 12 8 8 4 3 4 4 1

商 工 組 合 14 6 5 1 1 1 2 1 1

商工組合連合会
商店街振興組合 64 45 61 13 4 7 9 3 4 7 2 2 2 2 1

商店街振興組合連合会 1 13 2 1 1 1

計 933 852 970 845 862 851 828 816 868 806 827 604 528 369 303
※資料出所：都道府県中央会・全国中央会調べ
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二
二
年
度
の
解
散
組
合
を
、業
種
別
に
見
る
と

製
造
業
の
二
三
二
組
合（
食
料
品
、繊
維
工
業
、木

材
・
木
製
品
、製
造
業
内
異
業
種
、窯
業
・
土
石
製
品

な
ど
）が
最
も
多
く
、小
売
業（
二
一
七
組
合
）、建

設
業（
一
〇
九
組
合
）、サ
ー
ビ
ス
業（
一
五
四
組

合
）、異
業
種（
五
九
組
合
）が
続
い
て
い
る
。

組
合
か
ら
会
社
へ
の
組
織
変
更

平
成
一
一
年
の「
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関

す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
、事
業
協
同
組
合
、企

業
組
合
、協
業
組
合
に
つ
い
て
は
、株
式
会
社
又
は

有
限
会
社
へ
の
組
織
変
更
が
可
能
と
な
っ
た
。

法
施
行
か
ら
二
三
年
三
月
末
ま
で
の
間
に
、組

合
か
ら
会
社
に
組
織
変
更
し
た
の
は
四
二
四
組

合
。内
訳
は
、事
業
協
同
組
合
か
ら
の
組
織
変
更

二
一
一
、協
業
組
合
一
四
七
、企
業
組
合
六
六
と

な
っ
て
い
る（
図
表
②
）。

L
L
P
の
動
向

Ｌ
Ｌ
Ｐ（L

im
ited L

iability P
artnership

）は

平
成
一
七
年
八
月
一
日
、「
有
限
責
任
事
業
組
合
契

約
に
関
す
る
法
律
」に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
新

た
な
事
業
体
。

そ
の
特
長
は
、①
構
成
員
全
員
が
有
限
責
任
②

損
益
や
権
限
の
分
配
が
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
内
部
自
治
が
徹
底
③
構
成
員
課
税
の
適

用
を
受
け
る
、が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
成
二
二
年
一
二
月
末
で
、四
一
二
五
組
合
が

登
記
。平
成
二
二
年（
一
月
〜
一
二
月
）の
設
立
件

数
は
四
八
六
組
合
で
、前
年（
六
三
三
組
合
）に
比

べ
一
五
〇
組
合
近
い
減
少
と
な
っ
た
。

組
合
員
数
別
に
み
る
と
、最
小
単
位
で
あ
る「
二

名
」が
四
二
．〇
％
、「
三
名
〜
五
名
」も
四
〇
．八
％

と
、併
せ
て「
二
名
〜
五
名
」の
組
合
で
八
割
以
上

を
占
め
て
い
る
。

業
種
別
で
は「
学
術
研
究
、専
門
・
技
術
サ
ー
ビ

ス
業
」が
三
四
．七
％
と
最
も
多
く
、以
下
、「
情
報

通
信
業
」が
一
五
．〇
％
、「
卸
売
業
、小
売
業
」が

一
二
．四
％
と
続
く（
平
成
二
二
年
一
二
月
末
時

点
、経
済
産
業
省
調
査
）。

L
L
P
は
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
連
携
や

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、従
来
と
は
異
な
る
ア
プ

ロ
ー
チ
、新
た
な
事
業
展
開
が
促
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、全
国
中
央
会
で
は「
有
限
責

任
事
業
組
合
の
設
立
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成

（
平
成
一
九
年
三
月
）す
る
な
ど
、設
立
を
支
援
。

中
央
会
が
設
立
指
導
を
行
っ
た
件
数（
平
成
一
九

年
度
）は
二
二
件
で
あ
る（
全
国
中
央
会
調
査
）。

農
商
工
連
携
の
動
向

中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
が
連
携
し
て

行
う
事
業
を
支
援
す
る
た
め「
中
小
企
業
者
と
農

林
漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」（
農
商
工
等
連
携
促
進
法
）が
平
成

二
〇
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
。

主
務
大
臣
に
よ
り
、中
小
企
業
者
及
び
農
林
漁

業
者
が
共
同
作
成
し
た
農
商
工
等
連
携
の
事
業
計

画
が
認
定
さ
れ
る
と
、補
助
金
、税
制
、金
融
面
を

は
じ
め
と
し
た
総
合
的
な
支
援
措
置
が
受
け
ら 

れ
る
。

事
業
計
画
に
は「
農
商
工
等
連
携
事
業
計
画
」と

「
農
商
工
等
連
携
支
援
事
業
計
画
」の
二
種
類
あ
る

が
、平
成
二
三
年
一
〇
月
六
日
現
在
で「
農
商
工
等

連
携
事
業
計
画
」四
六
〇
件
、「
農
商
工
等
連
携
支

援
事
業
計
画
」六
件
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

案
件
に
は
、組
合
が
直
接
連
携
に
参
加
し
て

い
る
も
の
や
、都
道
府
県
中
央
会
が
連
携
体
に
加

わ
っ
て
い
る
も
の
や
サ
ポ
ー
ト
機
関
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

地
域
資
源
活
用
組
合
の
動
向

各
地
域
の
強
み
で
あ
る
農
林
水
産
品
、鉱
工
業

品
及
び
そ
の
生
産
技
術
、観
光
資
源
の
三
類
型
か

ら
な
る
地
域
資
源
を
活
用
し
て
新
商
品
の
開
発
等

の
事
業
を
行
う
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、「
中

小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
」が
平
成
一
九
年

六
月
施
行
さ
れ
た
。

同
法
に
基
づ
き
、中
小
企
業
者
が
単
独
又
は
共

同
で
、地
域
資
源
を
活
用
し
て
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ

T O IP C S

図表② 組合から会社への組織変更の状況

株式会社 有限会社 合 計

事業協同組合 175 36 211

協業組合 128 19 147

企業組合 53 13 66

合　計 356 68 424

※資料出所：全国中央会調べ
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ス
の
開
発
・
市
場
化
を
行
う「
地
域
産
業
資
源
活
用

事
業
計
画
」が
認
定
さ
れ
る
と
補
助
金
、低
利
融
資

等
の
各
種
支
援
策
が
利
用
で
き
る
。

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
五
日
時
点
で
、九
五
〇

件（
農
林
水
産
物
三
三
七
件
、鉱
工
業
品
五
四
五
件
、

観
光
資
源
六
八
件
）が
認
定
さ
れ
、う
ち
、中
小
企
業

組
合
の
認
定
数
は
二
一
件
で
あ
る（
図
表
③
）。

新
連
携
の
動
向

中
小
企
業
が
事
業
の
分
野
を
異
に
す
る
事
業

者（
中
小
企
業
、大
企
業
、個
人
、組
合
、研
究
機
関
、

N
P
O
等
）と
連
携
し
、技
術
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

商
品
化
等
の
経
営
資
源
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ

て
、新
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、新
市
場
創

出
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す

取
り
組
み（「
新
連
携
」）を
支
援
す
る
た
め
、「
中
小

企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
）」が
平
成
一
七

年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。

同
法
に
基
づ
き
、二
以
上
の
異
分
野
の
中
小
企

業
が
連
携
し
て
新
た
な
事
業
活
動
に
取

り
組
む「
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓

計
画
」が
認
定
さ
れ
る
と
、補
助
金
、低
利

融
資
等
の
各
種
支
援
施
策
が
利
用
で
き

る
。平

成
二
三
年
一
〇
月
一
五
日
時
点
で
、

七
六
一
件
の
事
業
計
画
が
認
定
。こ
の
う

ち
組
合
が
コ
ア
に
な
っ
て
い
る
案
件
は

四
件
、組
合
が
連
携
体
に
参
画
し
て
い

る（
又
は
外
部
協
力
し
て
い
る
）案
件
は

二
七
件
、中
央
会
が
参
画
し
て
い
る（
又

は
外
部
協
力
し
て
い
る
）案
件
は
三
九
件

で
あ
る
。

組
合
が
コ
ア
に
な
っ
て
い
る
案
件
は

以
下
の
と
お
り（
※
括
弧
内
は
、所
在
地
・

認
定
年
月
）。

①�

協
同
組
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
西

　
（
兵
庫
県
神
戸
市
・
平
成
一
八
年
二
月
）

②
青
森
エ
コ
サ
イ
ク
ル
産
業
協
伺
組
合

　
（
青
森
県
青
森
市
・
平
成
一
八
年
一
〇
月
）

③�

株
式
会
社
ヒ
ー
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム（
旧
企
業

組
合
ヒ
ー
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
）

　
（
静
岡
県
静
岡
市
・
平
成
一
九
年
六
月
）

④
ウ
エ
ブ
シ
ス
テ
ム
企
業
組
合

　
（
山
形
県
山
形
市
平
成
一
九
年
一
二
月
）

同
法
に
基
づ
き
、中
小
企
業
者
が
経
営
の
向
上

を
目
指
し
て
、①
新
商
品
の
開
発
や
生
産
②
商
品

の
新
た
な
生
産
や
販
売
方
法
の
導
入
③
新
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
や
提
供
④
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
方

法
の
導
入
そ
の
他
新
た
な
事
業
活
動
に
取
り
組
む

場
合
に
も
、「
経
営
革
新
計
画
」を
作
成
し
承
認
を

受
け
る
と
、低
利
融
資
や
信
用
保
証
の
特
例
等
の

各
種
支
援
施
策
が
利
用
で
き
る
。

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
五
日
時
点
で
、四
五
，

八
〇
一
件
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、こ

の
う
ち
中
小
企
業
組
合
は
一
八
八
件
で
あ
る
。

地
域
商
店
街
活
牲
化
法
認
定
組
合
の
動
向

商
店
街
な
ら
で
は
の「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

担
い
手
」と
い
う
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
地
域
住
民
の
需
要

に
応
じ
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
地

域
商
店
街
活
性
化
法
）」が
平
成
二
一
年
八
月
に
施

行
さ
れ
た
。

同
法
に
基
づ
き
、商
店
街
が
地
域
住
民
の
生
活

の
利
便
を
高
め
る「
商
店
街
活
性
化
事
業
計
画
」が

認
定
さ
れ
る
と
、補
助
金
低
利
融
資
等
の
各
種
支

援
施
策
が
利
用
で
き
る
。

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
五
日
時
点
で
、七
九
件

の
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

図表③ 地域産業資源活用事業計画の認定を受けた中小企業組合

認定年月 組　　合　　名 所 在 地 地域資源類型
平成19年10月 協同組合マリンテック釜石 岩手県釜石市 農林水産物
平成19年10月 いわき湯本温泉旅館協同組合 福島県いわき市 観光資源
平成19年10月 野毛地区振興事業協同組合 神奈川県横浜市 観光資源
平成19年10月 湯田温泉旅館協同組合 山ロ県山口市 観光資源
平成19年10月 三川内陶磁器工業協同組合 長崎県佐世保市 産地技術
平成19年10月 大海酒造協業組合 鹿児島県鹿屋市 観光資源
平成19年12月 山形鋳物工業団地協同組合 山形県山形市 鉱工業
平成20年 2月 鶴岡織物工業協同組合 山形県鶴岡市 鉱工業品
平成20年 2月 小国ウッディ協同組合 熊本県小国町 農林水産製品
平成20年 3月 今帰仁ブランド協同組合 沖縄県今帰仁村 農林水産製品等
平成20年 3月 富士製紙企業組合 徳島県吉野川市 鉱工業品
平成20年 7月 とこなめ焼協同組合 愛知県常滑市 鉱工業品
平成20年12月 加賀九谷陶磁器協同組合 石川県加賀市 鉱工業品
平成21年 2月 ウエストコーストぐんげ商店街協同組合 兵庫県淡路市 観光資源
平成21年 6月 芙蓉酒造協同組合 長野県佐久市 農林水産製品
平成21年10月 企業組合オフィスケイ 大分県別府市 観光資源等
平成21年10月 おごと温泉旅館協同組合 滋賀県大津市 観光資源
平成22年 2月 津軽国土保全協同組合 青森県つがる市 農林水産物
平成22年 2月 群馬県同和食肉事業協同組合 群馬県高崎市 農林水産物
平成22年 2月 淡路瓦工業組合 兵庫県南あわじ市 鉱工業品
平成23年 6月 上牧温泉旅館協同組合 群馬県利根郡みなかみ町 観光資源
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県内のハローワーク等の主催により、未就職卒
業者や若年求職者を対象とした、就職面接会が開
催されます。参加費は無料。詳細は下記お問い合
わせまで。

【お問い合わせ】
静岡労働局職業安定課（054-271-9968）又は、
静岡県雇用推進課（054-221-2573）

平成24年 5 月、手形に代わる新たな決済手段と
して「でんさいネット」（株式会社全銀電子債権ネッ
トワーク）の電子債権「でんさい」の取扱いがスター
トする予定です。

本セミナーでは、電子債権「でんさい」の制度
の概要・仕組みをご説明するとともに今後の決済
手段や資金調達の利用方法等について、わかりや
すくお話いたします。皆様のご参加をお待ちして
おります。
■開催日時　平成24年3月7日（水）（13：00〜14：30）
■会　　場　クーポール会館（静岡市葵区紺屋町2-2）
■講　　師　商工中金ソリューション事業部
　　　　　　次長　明石　一豊
■参 加 費　無料
■定　　員　100名（申込多数の場合は先着順）
■お申込み　別紙の参加申込書により、参加のご希望を

2月17日（金）までにFAXにて事務局宛にご
連絡ください。

【お問い合わせ】
商工中金静岡支店　営業企画課　長野・佐竹
TEL：054-254-4131　FAX：054-254-8565　

新規学卒者・若年者等就職説明会
参加企業の募集

静岡県内には、質・量とも全国屈指の魅力ある
農林水産物及びその恵まれた食材を活用した加工
食品等が沢山あります。

特に近年、県内各地の食品関連業者等は、確か
な加工技術を用いて、地域の食材を活かし、新し
い発想による “こだわり食材・商品” の開発に意
欲的に取り組んでいます。

そこで、この「こだわり食材・食品」を一堂に
集め、県内外の食に関わる幅広い事業者様に対し
て、その魅力を発信・商談機会を創出するための

「しずおか食のマッチング商談会」を下記日程で
開催する運びとなりました。

当日は、食品関連業者及び農業生産者等の方々
を中心に、県内各地より約60事業者が各々自信を
持って「食材・食品」をご提供させて頂きます。

日時▶平成24年 2 月24日（金）
　　　13：00〜16：30（受付12：45〜）
会場▶静岡グランドホテル中島屋
　　　 3 階「オリーブ」
　　　（静岡市葵区紺屋町 3 -10）
　　　TEL：054-253-1151
内容▶静岡県内の各地域のこだわり食材・
　　　食品の展示・商談会

（県内産のこだわりを持った加工食品等の展示・試食／商談スペースあり）
（出展者数：60事業者、出品数：約150品）

〜ご来場案内〜
※飲食業・流通卸小売業、ホテル旅館等「食」に係る

事業者様であればどなた様でもご来場頂けます。
　また、行政・支援機関の皆様におかれましても、ぜ

ひご来場ください。（入場無料）
※事前申込受付はしておりませんので、当日直接会場

にお越し頂き、受付を済ませてからご入場下さい。
※誠に恐れ入りますが、ご来場の際には、お名刺を2

枚ご用意ください。
■主催　静岡県食料産業クラスター協議会
　　　　静岡県食品産業協議会
■協力　静岡県中小企業団体中央会
　　　　㈱ものづくり研究所

【お問い合わせ】
静岡県中小企業団体中央会（両協議会事務局）
連携組織課　大谷・田中・上杉
TEL：054-254-1511　 FAX：054-255-0673
メール：shoku.clu@siz-sba.or.jp

“こだわり食材・食品” が満載!
“しずおか食のマッチング商談会” 開催のご案内

日時・会場 対象者

富
士
会
場

　平成24年3月7日（水）
13：00〜16：00

■ふじさんめっせ大展示場
（富士市柳島189－8）

平成24年3月新規大学（院）・
短大・高専・専門・高校等
卒業予定学生及び40歳未
満の求職者沼

津
会
場

平成24年3月9日（金）
13：00〜16：00

■ブケ東海沼津ベルゲンホール
（沼津市寿町7－37）

静
岡
会
場

平成24年3月15日（木）
13：00〜16：00

■グランシップ10階会議室
（静岡市駿河区池田79－4）

平成24年3月新規大学（院）・
短大・高専・専門・高校等
卒業予定学生及び卒業後3
年以内の求職者

浜
松
会
場

平成24年3月23日（金）
13：45〜16：30

■アクトシティ浜松展示イベントホール
（浜松市中区中央3－12－1）

平成24年3月新規大学（院）・
短大・高専・専門・高校等
卒業予定学生及び40歳未
満の求職者

でんさいネット　セミナー
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ものづくり県である本県にとって、将来の製造
現場を支える若年技能者の確保・育成は極めて重
要でありますが、近年、新卒就職者の早期離職が
大きな課題となっています。
このため、製造業など “ものづくり” に関する
県内企業に今春就職する新社会人の皆さんが、就
職前に社会人としての心構えやものづくりの基本
的な技術を学ぶことにより、仕事に対する意欲を
高め、職場定着が図れるよう、下記のとおり講座
を開催することに致しました。

記
1. 対 象 者
製造業等の県内企業に就職が内定した来春卒業
見込みの高校生、専門学校生、大学生等で、機械
操作などの技術経験がない方。

2. 概　  要

県内事業所におけるものづくり人材の育成・能
力開発を支援するため、公的機関における支援を
まとめたガイドブックを作成しました。
是非、ご活用ください。

静岡県公式ホームページより職業能力開発課で
検索し、ダウンロードできます。
是非、ご活用ください。

【お問い合わせ】
〒420-8601　静岡市葵区追手町₉- 6
経済産業部　就業支援局　職業能力開発課
TEL：054-221-2821　FAX：054-271-1979
ホームページ
http：//www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-230/syokunow.html

新社会人ものづくり技術
体験講座の開催について

〜ものづくり企業の皆様へ〜
ものづくり人材育成・能力開発を支援します

沼津

日　時：3月5日（月）～7日（水）
　　　　午前　 9：10～12：00
　　　　昼食　12：00～13：00
　　　　午後　13：00～16：50　
場　所：沼津技術専門校（沼津テクノカレッジ）
　　　　沼津市大岡4044－24
　　　　055－925－1071・1072
定　員：10名（先着順）
受講料：無料
教材費：1,260円
※訓練保険の加入費用が別途かかります。
申込期間　2月24日（金）まで

静岡

日　時：3月6日（火）または13日（火）
　　　　午前　 9：00～12：00
　　　　昼食　12：00～13：00
　　　　午後　13：00～16：00
場　所：清水技術専門校（清水テクノカレッジ）
　　　　静岡市清水区楠160
　　　　054－345－2032
定　員：各回15名（先着順）
受講料：無料
※別途、保険料の300円はかかります。
申込期間　2月20日（月）まで

浜松

日　時：3月8日（木）～9日（金）
　　　　または3月12（月）～13日（火）
　　　　午前　 9：10～12：00
　　　　昼食　12：00～13：00
　　　　午後　13：00～15：50
場　所：浜松技術専門校（浜松テクノカレッジ）
　　　　浜松市東区小池町2444－1
　　　　053－462－5602
定　員：各回10名程度（先着順）
受講料：テキスト代（機械測定法）
　　　　2,100円
申込期間　2月24日（金）まで

従業員に研修や教育訓練を受けさせたい。
こんな要望をお持ちではありませんか？

研修や教育訓練の施設・設備を借りたい。
指導者や専門家を派遣してほしい。
研修や教育訓練の助成金制度を知りたい。
参考となる教材を借りたい。
能力開発の評価制度について知りたい。

このような要望に役立つ支援
事業や施策の内容、および実
施機関等をご案内するガイド
ブックです。
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く み あ い 百 景

一
〇
年
ほ
ど
前
に
フ
リ
ー
の
ガ
イ
ド
と

し
て
、復
帰
し
た
元
同
僚
同
士
で
あ
る
。

「
フ
リ
ー
で
個
々
に
活
動
す
る
よ
り
、

受
注
の
受
け
皿
を
つ
く
る
こ
と
で
、バ

ス
会
社
の
信
頼
も
得
や
す
い
し
、コ
ス

ト
も
安
く
済
む
」と
設
立
前
か
ら
メ
ン

バ
ー
を
束
ね
る
常
田
恵
子
理
事
長
。

「
一
人
ひ
と
り
が
個
人
事
業
主
と
し

て
責
任
を
も
ち
、平
等
な
立
場
で
組
織

の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。そ

う
判
断
し
協
同
組
合
を
選
び
ま
し
た
」

（
常
田
理
事
長
）。

組
合
名
の
”小
花”

に
は
、女
性
ら
し

い
優
し
い
響
き
や
親
し
み
や
す
さ
、そ

し
て
旅
行
に
花
を
添
え
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
た
。

理
事
長
は「
”華
や
か
さ”

で
は
な
く
、

道
端
に
咲
く
”花”

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
」と
語
っ
た
後
、こ
う
付
け
加
え
た
。

「
私
た
ち
が
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
っ
た
バ
ス
会
社
の
上
司
の
お
名
前
か

ら
一
文
字
頂
き
ま
し
た
。独
立
を
喜
ん

で
下
さ
い
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
志

半
ば
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
方
へ

豊
富
な
知
識
と
巧
み
な
話
術
で
観
光

地
を
案
内
す
る
バ
ス
ガ
イ
ド
。そ
の
仕

事
は
、案
内
業
務
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

乗
客
が
車
中
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
細
や
か
な
気
配
り
を
し
た
り
、ゲ
ー

ム
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興
で
明
る
い

雰
囲
気
を
作
り
出
し
た
り
す
る
接
遇

業
務
、安
全
運
行
の
た
め
運
転
手
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
車
掌
業
務
と
幅
広
く
、バ

ス
旅
行
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

一
方
、バ
ス
ガ
イ
ド
を
取
り
巻
く
環

境
は
、こ
の
十
数
年
で
大
き
く
変
化
し

た
。平
成
一
二
年
の
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
、バ
ス
事
業
が
免
許
制
か
ら
許
可
制

に
移
行
し
、新
規
参
入
が
容
易
と
な
り

顧
客
獲
得
や
価
格
競
争
が
激
化
。さ
ら

に
、ワ
ン
マ
ン
運
行
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、バ
ス
会
社
で
は
、新
規
採

用
の
抑
制
や
雇
用
形
態
の
見
直
し
な
ど

専
属
ガ
イ
ド
の
削
減
を
進
め
る
。

こ
う
し
た
中
、県
東
部
地
域
の
フ
リ
ー

の
バ
ス
ガ
イ
ド
七
人
で
平
成
二
一
年 

に
立
ち
上
げ
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。

組
合
員
は
い
ず
れ
も
大
手
バ
ス
会
社

の
専
属
バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
長
年
勤
務

し
た
ベ
テ
ラ
ン
。結
婚
や
出
産
、転
職
な

ど
を
機
に
い
っ
た
ん
職
を
離
れ
た
が
、

の
感
謝
と
一
緒
に
バ
ス
に
添
乗
し
た

い
、そ
ん
な
思
い
も
あ
る
の
で
す
」。

組
合
事
業
の
柱
は
、バ
ス
会
社
と
業

務
請
負
契
約
を
結
ん
で
行
う
、ガ
イ
ド

業
務
の
共
同
受
注
。法
人
化
当
初
か
ら

積
極
的
に
営
業
活
動
を
展
開
し
、設
立

三
年
目
を
迎
え
た
現
在
は
、県
東
部
地

域
を
中
心
に
、県
内
全
域
の
バ
ス
会
社

十
数
社
か
ら
ガ
イ
ド
業
務
の
引
き
合
い

が
舞
い
込
む
。秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

は
、組
合
員
の
月
平
均
稼
働
日
は
二
六

日
に
達
す
る
な
ど
、休
む
間
も
な
い
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
。

「
電
話
一
本
で
対
応
で
き
る
の
が
私

た
ち
の
強
み
。若
い
ガ
イ
ド
で
は
対
応
で

き
な
い
よ
う
な
長
距
離
や
難
し
い
コ
ー

ス
の
場
合
は
”指
名”

で
お
仕
事
を
頂

フ
リ
ー
の
バ
ス
ガ
イ
ド
が
組
織
化

▲�「思い出に残る旅を組合でプロ
デュース」と常田恵子理事長

ガイドプロデュース小花協同組合

住　所 〒419-0201
 富士市厚原1359-3
理事長 常田恵子
組合員 6人
設　立 平成21年10月1日
T E L  0545-72-1944
F A X  0545-72-1944

▲�組合のユニフォームを着用した組合員

若
い
ガ
イ
ド
の
指
南
役
も

バスガイドの
プロフェッショナルが組織化
思い出に残る旅をプロデュース

旅
行
に
花
を
添
え
る
ガ
イ
ド
業
務
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役
割
で
す
」（
常
田
理
事
長
）。

「
ど
ん
な
に
美
し
い
景
色
、素
晴
し
い

宿
、お
い
し
い
料
理
も
、ガ
イ
ド
の
対
応

が
悪
け
れ
ば
、そ
の
旅
行
の
印
象
は
悪

く
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
く
ら
い
ガ
イ

ド
の
役
割
は
重
要
。ど
ん
な
に
体
調
が

悪
く
と
も
お
客
様
の
前
で
は
、笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
よ
う
常
に
心
が
け
て
い
ま

す
。旅
先
の
病
院
で
、仕
事
の
合
間
を
縫

い
な
が
ら
診
察
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
」と
常
田
理
事
長
。

「
こ
の
仕
事
で
何
よ
り
嬉
し
い
の
は
、

お
客
様
か
ら
”楽
し
か
っ
た
よ”

と
お

声
が
け
を
し
て
頂
く
こ
と
。お
礼
の
手
紙

を
頂
戴
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
が

明
日
の
仕
事
へ
の
大
き
な
糧
で
す
」。

今
日
も
ど
こ
か
の
観
光
地
で
、思
い

出
に
残
る
旅
行
を
演
出
中
？

く
こ
と
も
。新
米
ガ
イ
ド
の
指
南
役
と
し

て
乗
車
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」。

実
績
を
次
々
と
積
み
上
げ
る
こ
と

で
、発
注
者
と
の
信
頼
関
係
は
ま
す
ま

す
強
ま
り
、そ
の
評
判
は
口
コ
ミ
で
広

が
っ
て
い
く
。

「
評
判
を
聞
い
た
和
歌
山
の
バ
ス
会

社
か
ら
声
が
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」と
理
事
長
は
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

現
在
、組
合
員
は
六
人
。設
立
当
初
の

メ
ン
バ
ー
二
人
が
、年
齢
を
区
切
り
に

引
退
。新
た
に
二
十
代
の
若
手
が
加
入

し
た
。

「
組
合
員
の
結
束
は
抜
群
で
す
。急

遽
、ガ
イ
ド
で
き
な
く
な
っ
た
組
合
員

が
い
て
も
、他
の
組
合
員
が
嫌
な
顔
ひ

と
つ
せ
ず
代
役
を
務
め
る
。ガ
イ
ド
の

能
力
だ
け
で
は
な
く
、人
を
思
い
や
る

気
持
ち
。こ
れ
が
私
た
ち
組
合
の
強
み

で
す
」と
理
事
長
は
結
束
力
を
誇
る
。

忙
し
い
ガ
イ
ド
業
務
の
間
を
縫
い
、

定
期
的
な
情
報
交
換
も
活
発
だ
。

「
新
名
所
の
情
報
や
旅
先
で
困
っ
た

こ
と
、必
要
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
情

報
の
共
有
を
し
て
い
ま
す
。バ
ス
会
社

ご
と
に
異
な
る
決
ま
り
ご
と
も
多
い
の

で
、こ
の
場
は
た
い
へ
ん
貴
重
で
す
。蓄

積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
。こ
れ
も
組
合
の
持
つ
大
き
な

組合活性化情報

結
束
力
は
抜
群
！

ガ
イ
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
世
代
に

思
い
出
に
残
る
旅
行
を

組
合
で
演
出

▲�思い出に残る旅をプロデュース

＜円滑な組合決算と税務申告手続きを行うために＞

組合決算・税務講習会、監事講習会開催のご案内
主催：静岡県中小企業団体中央会

　中央会では、組合決算・税務手続きと監事の職責についてさらに理解を深めていただくために下記内容で組
合決算・税務講習会、監事講習会を開催します。
　多数のご参加お待ちしております。
講習会種類 内　容 開催日時・会場 講　師 定　員 参加費

組合
決算講習会

組合特有の会計処理、
決算の留意点

3月2日（金）10：00〜12：00
静岡県産業経済会館3F　大会議室
静岡市葵区追手町44-1

税理士
真野吉三雄氏 144人

1人1,500円

当日ご持参くだ
さい。組合

税務講習会

組合の税務申告の基本
的な知識について学
ぶ。また税制上の疑問
点にお答えします。

3月2日（金）13：30〜15：30
静岡県産業経済会館3F　大会議室
静岡市葵区追手町44-1

組合
監事講習会

監事の役割・監査実施
上の留意点、公正な監
査手続き及び日常の内
部牽制について学ぶ

3月6日（火）13：30〜15：30
静岡県産業経済会館3F
第1会議室
静岡市葵区追手町44-1

公認会計士
青木隆知氏 70人

1人1,000円

当日ご持参くだ
さい。

○3月2日の決算・税務講習会は、どちらか1つだけの参加でも、お一人様1,500円となります。
○駐車場はありませんので公共交通機関をご利用頂くか、お車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用下さい。
○お問い合わせ先：参加をご希望の方は、静岡県中央会・経営支援課までご連絡下さい。TEL054-254-1511
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地
球
温

暖
化
防
止

は
様
々
な
業

界
に
お
い
て

そ
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

自
動
車
整
備
業
界
に
お
い
て
も
平
成
二
四
年
ま
で
に
C
O
2

排
出

量
を
五
％
削
減
す
る
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
更

な
る
節
電
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
弊
社
に
お
い
て

も
少
し
ず
つ
C
O
2

排
出
削
減
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま 

し
た
。

工
場
内
の
圧
縮
エ
ア
漏
れ
は
全
体
の一
〇
〜
二
〇
％
に
達
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
総
点
検
し
た
結
果
、
計
五
か
所
か
ら
エ
ア

漏
れ
の
発
見
。
結
果
と
し
て
年
間
約
五
〇
㎏
、
コ
ス
ト
に
し
て
年
間

約
二
二
，〇
〇
〇
円
削
減
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

そ
の
他
事
務
所
の
適
切
な
室
温
設
定
、
不
要
な
電
源
O
F
F
の
実

行
、
待
機
電
力
の
削
減
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
当
に
少
し
ず
つ
で
す
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
通
し
て
、
大
事
な
地

球
環
境
の
為
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
会
社
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

読 者 プ ラ ザ

弊
社
に
お
け
る

C
O
2

削
減
へ
の
取
り
組
み静岡県西部青年中央会

株式会社 望月自動車商会
専務取締役

佐野正武

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
	 	 	 東部事務所	 〒410-0881	沼津市八幡町7番1号	 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
	 	 	 西部事務所	 〒430-0929	浜松市中区中央1丁目17-19	TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
●	中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/	●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

今月の“クローズアップインタビュー”で話を
伺った湖西市鷲津商店街協同組合の土屋理事長
は、地域の食材を使ったご当地グルメを次々と
生み出し、かつての“御用聞き”をヒントに宅配
サービスを立ち上げたアイディアマン。
「若い商店主は、客とのコミュニケーション	
が下手。世間話がしたくて店を訪れるお客さん
もいるのに話題がない。ならば、自然に会話が	
進む仕掛けを、と開発したのがポークカレーや

どて煮。ブティックでカレーを売るから話題に
なる」とニヤリ。そしてこんなエピソードも。
「湖西に嫁いだ新妻が地域の習わしを知りた
い。でも義母には聞きにくい。そこで地元商店の
おかみさんに聞く、なんてこともあるんですよ」。
取材中、理事長の口から盛んに飛び出した

のが「地縁、血縁、義理、人情、ワビ、サビがある	
のが商店街」。“絆”が見直される昨今の日本に
ピッタリだと思いませんか?	 （住川）
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